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藤
枝
出
身
の
脳
科
学
者
、
池
谷 

裕
二
先
生
の
『
夢
を
叶
え
る
た
め 

に
脳
は
あ
る
「
私
と
い
う
現
象
」
、 

高
校
生
と
脳
を
語
り
尽
く
す
』
が 

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
栄
光 

学
園
の
高
校
生
１
０
人
へ
の
３
日 

間
に
わ
た
る
講
義
の
書
籍
化
で
す 

▼
先
生
の
研
究
室
の
入
り
口
に
は 

「
知
好
楽
」
と
い
う
額
が
飾
ら
れ 

て
い
る
そ
う
で
す
。
出
典
は
『
論 

語
』
～
こ
れ
を
知
る
者
は
こ
れ
を 

好
む
者
に
し
か
ず
。
こ
れ
を
好
む 

者
は
こ
れ
を
楽
し
む
者
に
し
か
ず 

＝
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
の 

は
好
む
の
に
及
ば
な
い
。
こ
れ
を 

好
む
と
い
う
の
は
楽
し
む
の
に
は 

及
ば
な
い
▼
２
５
０
０
年
も
前
の 

言
葉
で
す
が
、
そ
の
存
在
が
楽
し 

む
こ
と
が
既
に
簡
単
で
は
な
か
っ 

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま 

す
。
例
え
ば
「
こ
れ
」
が
「
学
校 

の
勉
強
」
を
指
す
と
す
る
と
、
私 

た
ち
に
も
な
る
ほ
ど
で
す
。
楽
し 

ん
で
勉
強
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に 

よ
か
っ
た
か
▼
楽
し
む
と
は
、
今 

し
て
い
る
こ
と
に
何
か
を
足
し
た 

り
引
い
た
り
す
る
余
地
の
全
く
な 

い
、
そ
れ
だ
け
で
完
全
に
満
ち
足 

り
て
い
る
状
態
を
い
う
、
と
考
え 

ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
達
成 

さ
れ
る
べ
き
目
標
も
期
待
さ
れ
る 

利
益
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す 

▼
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
自
身 

に
と
っ
て
の
楽
し
い
こ
と
を
具
体 

的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
が
大 

切
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
の
場
合
、 

そ
こ
に
は
家
族
や
仲
間
の
存
在
が 

あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（
Ｍ
） 
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西
部
地
区
労
連
か
ら

は
堀
内
議
長
、
須
部
事

務
局
長
が
ス
ト
支
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

会
社
は
「
５
万
円
の

賃
上
げ
」
と
「
夜
勤
の

縮
小
」
な
ど
の
組
合
要

求
に
、
全
く
応
じ
よ
う

と
し
て
い
ま
せ
ん
。
組

合
員
は
労
災
病
院
玄
関

前
で
「
世
間
並
み
の
賃

上
げ
を
し
ろ
！ 
長
時

間
労
働
反
対
！
」
な
ど

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
抗
議
し
ま
し
た
。 

 

ユ
ー
コ
ー
プ
労
組

は
３
月
26
日
、
静
岡

市
の
配
送
セ
ン
タ
ー

で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

行
し
、
１
万
円
以
上

の
賃
上
げ
を
訴
え
ま

し
た
。 

 

西
部
地
区
労
連
か

ら
は
堀
内
議
長
が
、

静
岡
県
評
か
ら
も
支

援
者
が
駆
け
つ
け
ま

し
た
。 

 

組
合
員
は
「
異
常

な
物
価
高
騰
で
生
活

で
き
な
い
」
「
私
た

ち
は
子
ど
も
、
家
族

を
守
っ
て
い
る
。
会

社
は
労
働
者
の
生
活

を
守
っ
て
ほ
し
い
」

「
有
給
休
暇
を
増
や

し
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月
19
日

に
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

行
し
ま
し
た
。
関
東
、
中
部
、

関
西
、
四
国
、
九
州
の
15
職
場

35

名
が
ス
ト
に
突
入
し
ま
し

た
。 

 

愛
知
県
か
ら
は
名
古
屋
貯
金

事
務
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
１
名
が
ス
ト
に
突

入
し
ま
し
た
。
JR
名
古
屋
駅
近

く
の
JP
タ
ワ
ー
前
で
は
ス
ト
ラ

イ
キ
支
援
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
に
は
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
や
支
援
者
30
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
郵
政
グ
ル
ー
プ
は
７
兆

円
の
内
部
留
保
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
会
社
は
超
低
額
回
答
で

し
た
。
そ
し
て
非
正
規
社
員
は

ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。
参
加
者
は

JR
タ
ワ
ー
前
で
怒
り
の
抗
議
を

し
ま
し
た
。
静
岡
県
評
堀
内
副

議
長
も
「
物
価
高
騰
に
見
合
っ

た
賃
上
げ
せ
よ
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。 

 

４
月
８
日
「
平
和
憲
法

を
守
る
た
め
の
緊
急
ア
ク

シ
ョ
ン

in

浜
松
」
が
、
Ｊ

Ｒ
浜
松
駅
頭
で
行
わ
れ
200

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

区
労
連
も
「
イ
ラ
ン
攻
撃

は
国
連
憲
章
違
反
！
今
す

ぐ
中
止
に
！
」
の
横
断
幕

を
持
っ
て
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
参
加
者
は
ペ
ン
ラ
イ

ト
な
ど
光
る
も
の
を
持
っ

て
参
加
し
、
戦
争
反
対
や

憲
法
改
悪
反
対
を
市
民
に

訴
え
ま
し
た
。
参
加
し
た

高
校
生
が
発
言
し
て
い

て
、
と
て
も
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。 

 

労災病院正門でコール 

 戦争反対と呼びかける参加者たち 

  ストを実施する生協宅配の委託労働者たちと 
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（三
三
） 

闇
か
ら
の
誘
い
が
夢
を
切
り
刻
む 

 

自
分
が
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
時
、
法
に
触
れ
な
い
し
、
気
楽
に
や
っ

て
も
儲
か
る
と
甘
い
誘
い
が
あ
る
と
、
つ
い
乗
っ
て
し
ま
い
、
将
来
を
棒
に

振
る
こ
と
に
な
る
。 

 

お
互
い
の
本
音
ぶ
つ
け
て
探
る
道 

 

お
互
い
の
本
音
を
語
る
と
、
上
げ
足
を
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
等
の
不

安
が
あ
っ
て
言
い
出
せ
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
音
を
ぶ
つ
け

合
う
こ
と
で
、
道
が
開
け
て
く
る
。 

 

美
辞
麗
句
空
虚
に
響
く
玉
の
汗 

現
実
を
見
つ
め
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
汗
を
か
い
て
生
活
を
す
る
人

に
、
飾
り
立
て
た
美
し
い
言
葉
を
並
べ
立
て
て
も
、
空
虚
に
響
い
て
し
ま

う
。 

 

語
り
部
が
や
っ
と
押
し
出
す
深
い
傷 

戦
争
や
災
害
な
ど
、
実
体
験
を
し
た
人
々
が
減
っ
て
い
く
現
実
の
中
で
、

被
災
者
た
ち
は
心
の
傷
を
何
と
か
抑
え
な
が
ら
、
実
体
験
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
。 

(

例)

に
な
ら
っ
て
漢
字
の
部
首
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
解
答
は
次
号
で
。 

（
例
）
手
・
少
・
木
・
日
・
民  

＋
（   

目   

）
→
（ 

看 

・ 

省 

・ 

相 

・ 

冒 

・ 

眠 

） 

（
１
）
口
・
工
・
奴
・
少
・
交   

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 

（
２
）
ナ
・
其
・
日
・
月
・
龍   

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 

（
３
）
知
・
朱
・
単
・
我
・
解   

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 
 

 
 

＊
前
号
の
解
答
（
１
）
辰
・
昌
・
垂
・
隹
・
宣 
＋
（ 

口 

）
→
（ 

唇 

・ 

唱 

・ 

唾 

・ 

唯 

・ 

喧 

）  

（
２
）
州
・
孝
・
夋
・
卆
・
寸 
＋
（ 

酉 

）
→
（ 

酬 

・ 

酵 

・ 

酸 

・ 

酔 

・ 

酎 

）  

（
３
）
義
・
賞
・
憂
・
需
・
夢 

＋
（ 
イ 

）
→
（ 

儀 

・ 

償 

・ 

優 

・ 

儒 

・ 

儚 

）  

 

３
月
29
日
Ｊ
Ｒ
浜
松

駅
前
で
、
食
と
農
の
輪

は
ま
ま
つ
主
催
の
令
和

の
百
姓
一
揆
・
浜
松
の

陣
が
ひ
ら
か
れ
、
市
内

外
か
ら
70
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

 

ト
ラ
ク
タ
ー
も
登
場

し

注

目

を

集

め

ま

し

た
。
市
民
に
「
食
の
安

全
」
と
「
地

産

地

消
」

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

  
４
月
15
日
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
静
岡
県
農
民
連
主
催
の
「
食
と
農

の
講
演
会
」
が
開
か
れ
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
演
会
は
、
第
１
部
で
鈴
木
宣
弘
東
大
特
任
教
授
が
日
本
の
食
と
農
の

危
機
的
状
況
を
解
明
し
、
第
２
部
で
は
、
地
域
で
地
産
地
消
を
実
践
し
て

い
る
農
業
者
５
人
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。  

鈴
木
教
授
は
、
農
林
水
産
省
を
経
て

東
大
で
農
業
経
済
学
を
専
攻
し
日
本

の
農
業
政
策
を
批
判
検
証
し
、
食
料

問
題
や
コ
メ
不
足
た
び
た
び
マ
ス
コ

ミ
に
登
場
し
て
い
ま
す
。 

鈴
木
氏
は
、
「
戦
後
日
本
農
業

は
、
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
農
産
物
受
け

入
れ
と
米
国
企
業
利
益
優
先
の
市
場

原
理
で
置
き
去
り
に
さ
れ
、
自
動
車

産
業
等
の
利
益
と
引
き
換
え
の
農
産

物
関
税
撤
廃
、
財
政
削
減
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、
食
料
安
全
保
障

が
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
」
と
最
初

に
指
摘
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
日
本
の
自
給
率
は
、

２
０
２
０
年
度
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

で
３
７
％
と
さ
れ
て
い
る
が
、
種

や
肥
料
も
考
慮
し
た
実
質
的
自
給

率
は
１
０
％
あ
る
か
な
い
か
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
11
％
を
考
え

れ
ば
農
業
自
給
率
は
数
％
だ
。
イ

ラ
ン
攻
撃
に
端
を
発
し
た
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
な
ど
不
測
の
事
態
に

国
民
を
守
れ
な
け
れ
ば
、
独
立
国

と
は
言
え
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。 ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
食
料
争
奪

戦
が
激
化
し
、
各
国
が
食
料
の
備

蓄(

中
国
は
一
年
半
分)

す
る
中
、

日
本
は
１
．
５
カ
月
分
し
か
な

く
、
「
金
で
買
え
こ
と
を
前
提
に

し
た
食
料
安
全
保
障
」
で
は
国
民

の
命
を
守
れ
な
い
。 

核
戦
争
を
想
定
し
た
研
究
で

は
、
世
界
で
２
．
５
億
人
の
餓
死

者
が
出
る
が
、
食
料
自
給
率
の
低

い
日
本
で
は
、
人
口
の
６
割
７
２

０
０
万
人
の
餓
死
者
が
出
る
と
の

報
告
も
あ
る
。 

Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
、
農

業
予
算
を
１
９
８
０
年
比
で
５
倍

７
倍
と
増
や
し
て
い
る
の
に
、
日

本
は
０
．
７
倍
に
減
ら
し
て
き

た
。
一
昨
年
か
ら
の
コ
メ
不
足
の

原
因
を
流
通
や
農
協
が
や
り
玉
に

挙
が
り
、
生
産
者
と
消
費
者
を
対

立
さ
せ
る
言
説
も
あ
る
が
、
国
が

財
源
を
出
し
て
農
家
の
生
産
コ
ス

ト
に
見
合
う
所
得
補
償
と
消
費
者

が
安
心
し
て
買
え
る
価
格
保
証
が

危
機
打
開
に
必
要
だ
と
し
ま
し

た
。 

 

政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り

で
軍
拡
と
兵
器
増
産
に
熱
心
だ

が
、
食
料
の
安
全
保
障
無
く
し
て

国
民
の
命
も
安
全
も
守
れ
な
い
と

強
調
し
ま
し
た
。  

講演する鈴木宜弘氏 

 JR浜松駅前で市民にアピール 
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一
人
２
ゲ
ー
ム
ず
つ
投
げ
、

ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る

た
び
に
歓
声
が
起
き
、
初
対
面

で
も
楽
し
く
交
流
が
で
き
ま
し

た
。 

 

表
彰
式
で
は
、
優
勝
者
か
ら

順
番
に
賞
品
の
授
与
が
さ
れ
ま

し
た
。
賞
品
に
は
お
菓
子
を
用

意
し
た
の
で
、
小
さ
な
お
子
様

は
大
喜
び
で
し
た
。 

 

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
毎

年
４
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
来

年
も
友
達
や
家
族
を
誘
っ
て

奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
静
岡
西
部
地
域
支
部 

 
 

 
 

 
 

 

片
倉
裕
子
さ
ん 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。
数
字
は
ス
コ
ア
の

平
均
値
で
す
。 

 
 

 

一
位
＝
平
澤
健
司
さ
ん 

 
 
 

１
４
９
（
浜
松
市
労
連
） 

 

二
位
＝
岡
本
順
一
郎
さ
ん 

 
 
 

１
３
６
（
地
区
労
連)

 

 

三
位
＝
村
田
政
隆
さ
ん 

 
 
 

１
３
４
（
浜
松
市
労
連)

 

 

次
点
＝
須
部
友
康
さ
ん 

 
 
 

１
２
９
（
地
区
労
連
） 

 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
静

岡
西
部
地
域
支

部
は
、
３
月

30

日
に
労
働
会
館

で
お
花
見
会
を

開

催

し

ま

し

た
。 

 

料

理

は
、
永

桶
書
記
長
が
用

意
し
た
ジ
ン
ギ

ス

カ

ン

で
、
北

海
道
で
は
焼
き

肉
と
言
え
ば
羊

肉
が
一
般
的
だ

そ
う
で
す
。 

 

ギ
タ
ー
と
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
演

奏

で
、
和

や

か

な
会
で
し
た
。 

 
 

 
 

  

 

 

４
月

12

日
、
日
曜
日
、
浜
松
毎
日
ボ
ウ
ル
で
恒
例
の

「
西
部
地
区
労
連
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
、

お
子
さ
ん
も
含
め
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
聖
隷
労
組
か

ら
家
本
副
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

と   き 5月1日(金)9:30～ 

ところ 浜松城公園葵広場 
   （旧元城小学校跡地） 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
参
加
者 

表彰式で 

 

26春闘 各労組の要求と回答状況 

 

（4月20日現在） 
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タ
ー
上
の
闘
い
を
今
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

「
仇
討
ち
物
」
と
言
わ
れ
る

映
画
は
、
最
後
に
や
っ
て
く
る

ド
ラ
マ
が
心
に
響
く
の
だ
が
、

本
作
は
題
名
が
「
仇
」
で
は
な

く
「
あ
だ
」
討
ち
。
こ
れ
が
物

語
の
重
要
な
鍵
と
な
る
。
映
画

の
冒
頭
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

の
芝
居
が
は
ね
て
、
興
奮
さ
め

や
ら
ぬ
観
客
が
小
屋
か
ら
出
て

き
た
そ
の
前
で
、
色
白
の
美
少

年
が
着
て
い
た
赤
い
振
り
袖
を

パ
ッ
と
投
げ
捨
て
、
む
く
つ
け

き
博
徒
に
向
か
っ
て
「

父
の

敵
、
い
ざ
勝
負
」
と
発
す
る
。

い
き
な
り
臨
場
感
溢
れ
る
一
大

活
劇
が
始
ま
る
。
激
闘
の
末
、

見
事
、
伊
納
菊
之
助(

長
尾
兼

杜)

が
敵
、
作
兵
衛(

北
村
一

輝)

の
首
を
討
ち
取
る
。
仇
討

 

子
ど
も
の
頃
に
観
た
東
映
動

画
「
わ
ん
わ
ん
忠
臣
蔵
」
。
森

の
動
物
た
ち
を
守
る
母
親
犬
シ

ロ
は
「
キ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
虎

と
そ
の
手
下
に
殺
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
子
ロ
ッ
ク
が
仲
間
の

力
を
得
て
キ
ラ
と
対
決
し
て
敵

討
ち
を
す
る
、
と
い
う
物
語
。

小
学
校
の
講
堂
で
観
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
幼
い
私
に
と
っ
て

は
、
驚
き
と
感
動
の
映
画
と
の

出
合
い
で
、
最
後
の
場
面
、
雪

降
る
中
で
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス  

堀
内
慶
一(

地
区
労
連
議
長) 

作 

   二 枚 舌 

 

ル
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
漫
画(

動
画)

も
始
ま
り
ま
し
た
。
モ
ッ
ト
ー
は

「
社
会
風
刺
ソ
ン
グ
で
世
の
中
を

笑
い
飛
ば
す
！
」 

◆
趣
味 

熊
：
韓
国
、
古
事
記
、
カ
レ
ー
、 

 
 

言
語
学 

あ
み:

昭
和
歌
謡
を
聴
く
歌
う
、 

 
 

パ
ン
屋
巡
り 

◆
代
表
曲 

 

爆
買
い
ト
マ
ホ
ー
ク
、Sa

y
!

R
i
n
g!

 
S
in
g!

〜
政
倫
審
〜
、
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
の
う
た
、
日
本
共
産

党
１
０
０
周
年
の
歌 

ち
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
ラ
ス

ト
の
は
ず
が
と
思
っ
て
い
る

と
、
場
面
は
一
年
半
後
、
菊
之

助
と
同
郷
の
美
濃
遠
山
藩
士
、

加
瀬
総
一
郎(

柄
本
佑)

が
現

れ
、
江
戸
の
語
り
草
と
ま
で

な
っ
た
仇
討
ち
の
顛
末
が
知
り

た
い
と
言
う
。
総
一
郎
が
歌
舞

伎
小
屋
森
田
座
の
一
人
ひ
と
り

か
ら
話
を
聞
き
出
す
う
ち
に

徐
々
に
真
相
が
明
か
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
つ
い
に
菊
之
助
の
父

殺
害
に
始
ま
る
事
件
の
全
貌
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。 

 

ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
お
も

し
ろ
さ
。
一
方
で
こ
の
作
品

は
、
優
れ
た
群
像
劇
で
も
あ

る
。
次
々
に
登
場
す
る
森
田
座

の
面
々
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が

実
に
人
間
味
豊
か
で
魅
力
的

だ
。 

 

東
京
在
住
の
熊
と
浜

松
在
住
の
Ａ
Ｍ
Ｉ
（
あ

み
）
に
よ
る
、
政
治
系

歌
謡
ユ
ニ
ッ
ト
。
２
０

２
２
年
結
成
以
降
、
東

京
・
静
岡
を
中
心
に
各

地
の
政
治
集
会
な
ど
に

出
演
。
浜
松
メ
ー
デ
ー

の
出
演
は
今
回
で
４
回

目
を
迎
え
ま
す
。
登
録

者1
7
,
00
0

人
を
超
え
る

Y
o
u
tu
be

チ
ャ
ン
ネ
ル

も
好
調
。
最
近
で
は
、

ト
ー
イ
ツ
戦
線
を
モ
デ

◆
Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト 

 
@
t
o
i
ts
u
_s
e
n2
 

◆Y
o
u
T
ub
e

チ
ャ
ン
ネ
ル 

「
ト
ー
イ
ツ
戦
線
」
で
検
索
！ 

  

源 

孝
志 

監
督 

 
 

「木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
」  

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
観
る 

 

戯
作
者
、
篠
田
金
治(

渡
辺

謙)

を
中
心
に
、
木
戸
芸
者
の

一
八(

瀬
戸
康
史)

、
殺
陣
師
の

与
三
郎(

滝
藤
賢
一)

、
女
形
の

衣
装
方
、
芳
澤
ほ
た
る(

高
橋

和
也)

、
小
道
具
方
の
久
蔵(

正

名
僕
蔵)

。
辛
い
境
遇
を
経
て

芝
居
小
屋
に
辿
り
着
き
、
そ
こ

で
救
わ
れ
た
者
た
ち
が
菊
之
助

の
思
い
を
汲
み
、
一
肌
脱
い
で

あ
だ
討
ち
を
助
け
る
。
そ
の
人

情
の
機
微
が
心
に
染
み
る
。 

 

原
作
は
、
直
木
賞
と
山
本
周

五
郎
賞
を
Ｗ
受
賞
し
た
永
井
紗

耶
子
の
同
名
小
説
。
武
士
の
時

代
、
封
建
的
な
世
の
中
で
、
そ

れ
で
も
人
は
人
を
思
い
、
人
と

共
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

（
笹
ケ
瀬
浩
人
） 


